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「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
と
は
、
一
九
九
七

年
に
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
を
拠

点
と
し
て
開
始
さ
れ
た
「
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

の
動
態
的
研
究
」（
科
学
研
究
費
創
成
的
基
礎
研

究
）
の
略
称
で
あ
る
。
形
而
上
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム

と
地
域
と
い
う
具
体
物
を
結
び
つ
け
た
と
こ
ろ
に

妙
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
佐
藤
次
高
先
生
（
当
時
の

研
究
代
表
で
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
代
表
）
ご
本
人
は
定
義
を

さ
れ
な
か
っ
た
。
当
初
は
、「
地
域
研
究
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
は
な

に
を
め
ざ
す
の
か
」
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ（

1
）
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
イ

ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
叢
書
』
の
第
一
巻
は
「
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
可
能
性
」
と
題
し
て
い
る
。

そ
の
後
継
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
か
ら
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
た
の
か
、
あ

ま
り
議
論
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
、
都
市
研
究
か
ら
出
発
し
た
せ
い

か
、
地
域
研
究
や
学
際
研
究
に
つ
い
て
の
違
和
感

は
な
く
、
む
し
ろ
親
近
感
を
も
っ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
都
市
を
研
究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、
人
間

社
会
の
一
部
を
切
り
取
る
の
で
な
く
全
体
を
扱
い

た
い
と
い
う
単
純
な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
都
市

の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
記
録
す
る
た
め
に
、
写
真
は

不
可
欠
で
あ
り
、
最
初
は
ニ
コ
ン
の
重
た
い
一
眼

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
物
語 

―
―
ダ
マ
ス
ク
ス
の
あ
る
街
区
か
ら

三
浦
　
徹
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

　
　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
客
員
教
授

レ
フ
カ
メ
ラ
と
望
遠
・
広
角
レ
ン
ズ
を
さ
げ
て

い
っ
た
。
絞
り
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
も
ピ
ン
ト
も

す
べ
て
手
動
で
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
が
高
価
だ
っ

た
の
で
、
一
枚
一
枚
ね
ら
い
を
定
め
て
撮
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

や
が
て
研
究
を
進
め
て
い
く
と
、
自
分
が
研
究

対
象
と
し
て
い
る
都
市
の
特
徴
は
な
に
か
と
い
う

問
題
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
当
該
の
都
市
が
他
の
都
市
と
同
じ
な
ら
あ
え

て
研
究
す
る
意
義
が
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
他
方
で
、
ま
っ
た
く
共
通
性
が
な
く
す
べ
て

異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
特
殊
な

例
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
他
の
都

市
と
の
比
較
を
し
な
い
限
り
、
当
該
の
都
市
の
特

徴
や
研
究
の
意
義
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
た
め
、
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に

限
ら
ず
、
訪
れ
た
都
市
の
写
真
を
撮
り
、
地
図
や

図
録
を
買
い
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
知

ら
れ
ざ
る
姿
を
写
真
と
文
で
提
示
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
る
が
、
研
究
者
が
撮
影
し
た
写
真

は
、
現
場
で
自
分
が
な
に
を
探
し
求
め
て
い
た
の

か
を
映
す
鏡
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
写
真
と
い

う
現
場
証
人
を
て
が
か
り
に
、
歴
史
史
料
と
現
地

を
往
復
し
た
私
自
身
の
都
市
研
究
の
軌
跡
を
た
ど

り
な
が
ら
、
地
域
研
究
の
方
向
を
考
え
て
み
た
い
。

カシオン山からの眺望　手前にサーリヒーヤの町並み、緑の果樹園の向こうにダマスクス旧市街がみえる（1920年代の絵葉書）



4イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）

一
九
七
八
年
の
カ
イ
ロ

　

中
東
の
地
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
、

一
九
七
八
年
一
二
月
、
二
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

あ
る
出
版
社
の
百
科
事
典
の
編
集
部
に
い
て
、
ド

イ
ツ
・
東
欧
・
中
東
・
中
央
ア
ジ
ア
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
一
个
月
の
休
暇
を
と
っ
て
、
ド
イ

ツ
か
ら
ト
ル
コ
・
エ
ジ
プ
ト
を
旅
行
し
た
。
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
で
は
バ
ー
ザ
ー
ル
（
カ
パ
ル
チ
ャ
ル

シ
ュ
）
で
道
に
迷
い
心
細
い
思
い
を
し
た
。
カ
イ

ロ
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
博
物
館
で
の
バ
ク
シ
ー

シ
ュ
（
チ
ッ
プ
）
の
要
求
に
閉
口
し
た
が
、
イ
ブ

ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
・
モ
ス
ク
で
わ
ず
か
に
ア
ラ

ビ
ア
語
の
会
話
が
で
き
た
こ
と
で
立
ち
直
れ
た
。

「
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
せ
ば
ア
ラ
ブ
と
み
な
さ
れ
る
」

と
い
う
の
は
板
垣
雄
三
先
生
の
言
葉
だ
が
、
た
し

か
に
片
言
で
も
反
応
が
ち
が
っ
た
（
写
真
一
）。

　

カ
イ
ロ
で
の
あ
る
晩
、
日
本
人
の
研
究
者
の
寄

り
合
い
に
招
か
れ
た
と
き
、
日
本
人
研
究
者
は
果

た
し
て
エ
ジ
プ
ト
社
会
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、

都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
け
を
つ
ま
み
食
い
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
議
論
に

な
っ
た
。
私
が
批
判
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
旅
行
者
に
と
っ
て
は
耳
の
痛
い
話
だ
っ
た
。

黙
っ
て
い
れ
ば
い
い
も
の
を
「
自
分
は
旅
行
者
に

す
ぎ
な
い
が
、
安
い
コ
シ
ャ
リ
（
マ
カ
ロ
ニ
・

豆
・
揚
げ
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
ま
ぜ
ご
は
ん
）
を
食

べ
、
法
外
な
バ
ク
シ
ー
シ
ュ
を
要
求
す
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
ガ
イ
ド
と
も
渡
り
合
っ
た
。
単
な
る
観

光
客
で
い
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う
決
意
表
明

め
い
た
こ
と
を
言
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

写真1−1　カイロ、城砦前広場をよこぎる馬車（1978年）

写真1−2　�カイロ、タハリール（解放）広場（1978年）。エジプト革命（1919年、
1952年）にちなみ、このように呼ばれる。中央の記念碑は1980年
代に撤去され、2011年の革命では群衆の広場となった

写真2　 カシオン山からみたダマスクス市街（1992年）

写真1−3　イブン・トゥールーン・モスクでの出会い（1978年）

地図1　 ダマスクスとサーリヒーヤ街区（『歴史と地理』第402号より転載）
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サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
と
の
出
会
い

　

六
年
後
に
出
版
社
を
辞
め
て
大
学
院
を
受
験
す

る
と
き
、
卒
業
論
文
に
か
わ
る
論
文
を
書
く
こ
と

に
な
り
、
都
市
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。
こ
の
と

き
、
佐
藤
次
高
先
生
か
ら
お
借
り
し
た
史
料
が
、

イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
（
一
五
四
六
年
没
）
の

『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
歴
史
に
お
け
る
珠
玉
の
首
飾

り
』（
以
下
『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
史
』）
で
あ
っ
た
。

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
と
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
北
郊
に
あ
る

街
区
で
、
一
二
世
紀
中
頃
十
字
軍
統
治
下
の
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
か
ら
ハ
ン
バ
ル
派
の
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
が

移
住
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
で
き
た
町

で
あ
る
。
ダ
マ
ス
ク
ス
を
見
下
ろ
す
カ
シ
オ
ン
山

の
麓
に
帯
状
に
街
区
が
発
展
し
た
。
旧
市
街
か
ら

は
二
キ
ロ
離
れ
、
歩
く
と
三
〇
分
以
上
か
か
り
、

い
わ
ば
飛
び
地
に
あ
る
。
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
絵

葉
書
を
み
る
と
、
手
前
に
あ
る
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
と

ダ
マ
ス
ク
ス
市
内
と
の
間
は
緑
の
果
樹
園
で
埋

ま
っ
て
い
る
（
冒
頭
写
真
・
地
図
一
）。

　

現
在
で
は
、
こ
の
地
区
は
、「
シ
ェ
イ
フ
・
ム

ヒ
ー
ッ
デ
ィ
ー
ン
」
あ
る
い
は
「
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ

ラ
シ
ュ
」
と
よ
ば
れ
る
。
前
者
は
オ
ス
マ
ン
朝
ス

ル
タ
ン
＝
セ
リ
ム
一
世
が
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
を

征
服
し
た
直
後
に
（
一
五
一
七
年
）、
こ
こ
に

あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ラ
ビ
ー
（
一
二
四
〇
年

没
）
の
墓
所
に
ジ
ャ
ー
ミ
ー
を
た
て
た
こ
と
に
よ

る
。
ム
ヒ
ー
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ラ

ビ
ー
の
尊
称
で
あ
り
、
後
者
は
、
こ
の
ジ
ャ
ー

ミ
ー
（
会
衆
モ
ス
ク
）
の
門
前
に
あ
る
ス
ー
ク
の

呼
称
に
ち
な
む
。
最
近
で
き
た
住
居
表
示
板
で

は
、
行
政
区
画
の
名
称
と
し
て
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の

名
も
復
活
し
て
い
る
。
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
西

側
に
は
、
一
九
世
紀
に
ト
ル
コ
系
の
軍
人
や
官
僚

が
移
住
し
、
ム
ハ
ー
ジ
リ
ー
ン
と
い
う
街
区
が
で

き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
パ
レ
ス
テ
ィ

ナ
人
な
ど
が
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
に
移
住
し
、
さ
ら
に

こ
の
二
〇
年
で
居
住
区
は
山
の
上
へ
と
延
び
つ
づ

け
て
い
る
（
写
真
三
）。

　

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
を
東
西
に
横
切
る
中
心
街

を
歩
い
て
い
る
と
、
モ
ス
ク
や
墓
廟
な
ど
の
宗
教

施
設
が
や
た
ら
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
多

く
に
は
、
半
球
状
の
ド
ー
ム
を
架
け
た
墓
廟
が
つ

い
て
い
て
、
さ
な
が
ら
お
墓
の
町
の
よ
う
に
み
え

る
。
そ
れ
に
は
、
町
の
起
源
と
形
成
が
関
わ
っ
て

い
る
（
写
真
四
）。

　

山
の
中
腹
の
飛
び
地
に
町
が
で
き
た
の
は
、
ハ

ン
バ
ル
派
の
ク
ダ
ー
マ
家
と
い
う
宗
教
性
を
も
っ

た
集
団
の
「
移
住
」
が
契
機
で
あ
っ
た
。
十
字
軍

へ
の
ジ
ハ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
た
ザ
ン
ギ
ー
朝
君
主

ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
モ
ス
ク
を
寄
進
し
、

ク
ダ
ー
マ
家
は
ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院
を
建
設
、
サ
ー

リ
ヒ
ー
ヤ
初
の
ジ
ャ
ー
ミ
ー
（
ム
ザ
ッ
フ
ァ

リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ミ
ー
）
の
建
設
の
た
め
に
は
、
遠

く
一
〇
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
北
イ
ラ
ク
の
イ
ル
ビ

ル
の
君
主
か
ら
資
金
が
届
け
ら
れ
た
（
写
真
五
）。

一
六
世
紀
初
め
ま
で
に
、
七
つ
の
ジ
ャ
ー
ミ
ー
、

一
五
五
の
モ
ス
ク
、
三
〇
の
マ
ド
ラ
サ
（
学
院
）、

四
九
の
修
道
場
、
七
四
の
墓
廟
が
建
設
さ
れ
た
。

マ
ド
ラ
サ
の
数
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
全
体
の
二
割
を

し
め
、
ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院
は
三
六
〇
の
宿
坊
に

五
〇
〇
名
の
学
生
が
滞
在
し
、
ダ
マ
ス
ク
ス
最
大

の
マ
ド
ラ
サ
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
経
済
施
設

も
整
備
さ
れ
、
同
時
期
に
九
の
市
場
、
一
三
の
隊

商
宿
、
一
九
の
公
衆
浴
場
が
あ
っ
た
。
し
か
し
現

在
は
マ
ド
ラ
サ
の
多
く
は
モ
ス
ク
に
変
わ
り
、
あ

る
い
は
一
般
の
住
宅
と
な
っ
た
り
、
廃
墟
と
な
っ

写真3−1　�シェイフ・ムヒーッディーンの住居表示（2010年）、サ
ーリヒーヤ地区、シェイフ・ムヒーッディーン街区、マ
ダーリス（学院）通りと記される

写真3−2　�カシオン山遠景、住宅が山の上方に延びている（2000年）

写真4−1　�アサドッディーン通り、サーリヒーヤ街区を
東西に走る中心の通りで、マドラサ（モス
ク）や墓廟が立ち並ぶ

写真4−2　�アサドッディーン通りを行きかう人々、後部にみえる
のは改修中のドーム（1989年）

写真5−1　�ムザッファリー・ジャーミーでの礼拝。
内部の構造はウマイヤ・モスクを模して
いる（2010年）

写真5−2　ムザッファリー・ジャーミーのミナレット（1987年）
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て
い
る
も
の
も
あ
る
。
宗
教
施
設
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
人
の
世
の
も
と
で
は
永
続
し
な
い
。
施
設
の

管
財
人
な
ど
が
財
産
を
私
物
化
し
た
た
め
で
あ
る
。

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
形
成

　

イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ

史
』
は
、
歴
史
・
地
誌
と
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
に
関
わ

る
人
物
の
伝
記
集
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

歴
史
に
あ
た
る
部
分
は
、
ク
ダ
ー
マ
家
が
パ
レ
ス

テ
ィ
ナ
か
ら
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
へ
移
住
を
し
た
と
こ

ろ
で
現
存
写
本
が
途
切
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

ど
う
や
っ
て
街
区
が
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
地
誌
に
記
述
さ
れ
る
宗
教
施
設
の
建
設
者

や
建
設
年
を
手
が
か
り
に
割
り
出
し
て
い
く
と
い

う
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

マ
ド
ラ
サ
の
分
析
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
が

え
ら
れ
る
。
三
〇
の
マ
ド
ラ
サ
の
う
ち
二
一
件

は
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
時
代
（
一
一
七
四
―

一
二
六
〇
年
）
の
八
〇
年
間
に
集
中
し
て
建
設
さ

れ
、
四
年
に
ひ
と
つ
と
い
う
ペ
ー
ス
で
、
墓
廟
の

建
設
も
こ
の
時
期
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
時
期
に
宗
教
施
設
の
建
築
ブ
ー
ム
が
お

こ
り
、
町
の
基
盤
が
築
か
れ
た
。
宗
教
施
設
を
建

設
す
る
場
合
、
ワ
ク
フ
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
の
寄

進
制
度
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
ワ
ク
フ
の
本
来
の

定
義
は
、
不
動
産
を
寄
進
し
、
そ
の
収
益
を
慈
善

目
的
に
あ
て
る
こ
と
を
い
う
が
、
典
型
的
に
は
、

宗
教
施
設
を
建
設
し
、
そ
の
維
持
・
管
理
費
に
充

当
す
る
た
め
に
不
動
産
を
寄
進
す
る
こ
と
を
さ
し

た
。
つ
ま
り
、
宗
教
施
設
の
建
設
に
は
、
商
店
や

隊
商
宿
や
果
樹
園
と
い
っ
た
経
済
施
設
の
建
設
や

寄
進
が
伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ド
ラ
サ
の
建
設
者
の
七
割
は
、
支
配
層
で
あ

る
軍
人
や
そ
の
親
族
が
し
め
、
ハ
ン
バ
ル
派
を
は

じ
め
と
す
る
ウ
ラ
マ
ー
に
と
っ
て
も
、
軍
人
支
配

層
の
支
援
（
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
）
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
マ
ド
ラ
サ
が
帰
属
す

る
法
学
派
に
つ
い
て
み
る
と
、
ハ
ン
バ
ル
派
の
移

住
が
契
機
で
あ
り
、
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ

（
一
三
六
八
／
九
年
没
）
の
旅
行
記
に
「
住
民
は

皆
ハ
ン
バ
ル
派
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
が
六
割
を
し

め
、
ハ
ン
バ
ル
派
は
三
割
で
あ
っ
た
。
で
は
な

ぜ
、
軍
人
層
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
市
内
で
は
な
く
、

新
興
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
に
私
財
を
投
じ
て
、
マ
ド

ラ
サ
を
建
設
・
寄
進
し
た
の
だ
ろ
う
か
？　

第
一

は
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
と
カ
シ
オ
ン
山
が
、
聖
書
以

来
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
に
ち
な
む
聖
な
る
地
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
有
名
な
の
は
、

カ
シ
オ
ン
山
の
上
部
に
あ
る
カ
イ
ン
が
弟
の
ア
ベ

ル
を
殺
害
し
た
と
さ
れ
る
洞
窟
で
、
モ
ス
ク
が
建

て
ら
れ
、
雨
乞
い
の
祈
願
の
場
所
に
な
っ
て
い

た
。
私
が
初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
は
道
も
な

く
足
を
滑
ら
せ
な
が
ら
登
っ
た
が
、
現
在
で
は
参

詣
路
が
で
き
、
家
族
連
れ
で
訪
れ
る
人
も
い
る

（
写
真
六
）。
第
二
は
、
コ
ー
ラ
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス

を
基
本
と
す
る
ハ
ン
バ
ル
派
や
ク
ダ
ー
マ
家
の
精

神
と
行
動
が
、
学
派
の
違
い
を
こ
え
、
君
主
や
軍

人
を
含
め
て
敬
虔
な
人
々
を
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
に
ひ

き
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
Ｓ
・
レ
ー
ダ
ー
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が（

2
）
、

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
で
は
、
一
二
―
一
四
世
紀
に
ハ

デ
ィ
ー
ス
な
ど
の
講
読
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
い

わ
ば
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
伝
承
・
再
生
の
場
と
な
っ
て

い
た
。
現
在
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
住
民
に
、
町
の

起
源
を
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
る
と
、
古
く
か
ら

写真6−1　血の洞窟モスクと参詣路（2010年元旦）

写真6−2　�飢餓の洞窟。ひとつのパンを譲り合って40人の
預言者が餓死したという逸話にちなみ、40の墓が
並ぶ。血の洞窟と同じモスク内にある（2000年）

写真7−1　�ルクニーヤ学院（現ジャーミー・ルクニッディーン）。
二つのドーム（1989年）

写真7−2、3　�ルクニーヤ学院のドームの内部（左）と創設者の墓（右）。サーリヒーヤの宗教施設のドームは、
90年ごろに一斉に赤色に塗りかえられた



7

サーリヒーヤ物語

イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）

の
住
民
は
、
ハ
ン
バ
ル
派
の
移
住
と
い
う
出
来
事

を
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
る（

3
）
。

ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院

　
『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
史
』
の
特
徴
は
、
宗
教
施
設

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
や
構
造

が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て

『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
史
』
を
読
ん
だ
と
き
は
、
古
い

研
究
書
に
付
さ
れ
た
構
造
図
を
手
が
か
り
に
図
面

を
書
い
た
り
し
な
が
ら
読
ん
だ
。
マ
ド
ラ
サ
は
法

学
教
育
の
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
施
設
の
面

か
ら
み
る
と
、
中
庭
を
中
心
に
そ
の
周
囲
に
授
業

を
行
う
イ
ー
ワ
ー
ン
（
四
半
球
状
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト

を
か
け
た
ホ
ー
ル
）
と
宿
坊
（
ハ
ル
ワ
）
を
配

し
、
図
書
館
や
礼
拝
場
（
モ
ス
ク
）
や
修
道
場
や

墓
廟
が
付
属
す
る
場
合
も
あ
っ
た
（
写
真
七
）。

井
戸
や
貯
水
施
設
が
必
ず
言
及
さ
れ
て
い
る
の

は
、
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
と
っ
て
礼
拝
の
前
の
洗

浄
な
ど
に
水
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院
に
は
、
温
水
施
設
が
あ

り
、
近
隣
の
住
民
が
入
浴
に
き
た
と
い
う
。
マ
ド

ラ
サ
は
、
教
授
や
学
生
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
住
民

を
含
む
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写

真
八
）。

　

ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院
は
、
創
設
以
来
、
多
く
の
寄

進
を
え
て
、
建
物
を
増
築
し
、
西
側
が
旧
館
、
東

が
新
館
と
な
っ
て
い
た
。
一
五
世
紀
初
め
に
財
政

危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
、
ハ
ン
バ
ル
派
だ
け
で
な

く
ス
ン
ナ
派
の
四
つ
の
法
学
派
の
教
授
と
学
生
を

受
け
入
れ
る
方
針
に
転
換
し
、
拡
大
し
た
の
で
あ

る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
オ
ス
マ
ン
文
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
一
六
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
ワ
ク
フ
調
査
台

帳
を
調
べ
る
と
、
一
三
―
一
六
世
紀
に
サ
ー
リ

写真7−4、5　�シェイフ・ムヒーッディーン・ジャーミーに付設す
るイブン・アルアラビーの墓。祈願のため参詣す
る女性が多く、近年内部が改装された（上1989、
下2010年）。アルジェリアの反仏民族運動の指導
者アブド・アルカーディルの墓もここにある。

写真8−1、2、3　�揚水車。ヤズィード川の水を水車によって10メートルの高さまで揚げ（右上、左）、ムヒーッディーン・
ジャーミー（右下）に給水する

写真9−1　�ウマリーヤ学院のイーワーン（ホール）（1994年）

写真9−2　ウマリーヤ学院の下を流れるヤズィード川（1989年）写真9−3、4、5　�ウマリーヤ学院の中庭（右、2001年）。宿坊（左上、1989年）は2010年には修復工事によって、
全く姿を変えていた（左下）



8イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）

ヒ
ー
ヤ
街
区
の
宗
教
施
設
に
寄
進
さ
れ
た
四
〇
四

件
の
ワ
ク
フ
の
う
ち
、
六
割
が
ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院

へ
の
寄
進
で
あ
り
、
特
に
四
法
学
派
に
開
放
し
た

一
五
世
紀
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ウ

マ
リ
ー
ヤ
学
院
は
、
ハ
ン
バ
ル
派
の
衣
を
脱
ぐ
こ

と
で
、
数
百
の
不
動
産
を
抱
え
る
「
大
地
主
」
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

旧
館
に
は
、
宿
坊
や
給
食
施
設
が
あ
り
、
旧
館

の
下
を
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
川
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に
記

述
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
は
、
読
み

間
違
い
で
は
な
い
か
と
訝
し
ん
だ
。
一
九
八
七
年

夏
に
は
じ
め
て
ダ
マ
ス
ク
ス
と
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
を

訪
問
し
た
と
き
、
ウ
マ
リ
ー
ヤ
学
院
は
も
は
や
廃

墟
と
な
っ
て
使
用
さ
れ
ず
、
門
に
は
鍵
が
か
け
ら

れ
て
い
た
。

　

中
庭
に
は
、
イ
ー
ワ
ー
ン
と
と
も
に
、
二
階
建

て
の
宿
坊
の
遺
構
が
あ
り
、
ア
ー
チ
状
の
暗
渠
の

下
に
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
川
が
流
れ
て
い
る
の
を
み
つ
け

た
と
き
は
、
思
わ
ず
小
躍
り
し
た
。
マ
ム
ル
ー
ク

朝
末
期
（
一
六
世
紀
初
頭
）
に
、
マ
ド
ラ
サ
の
管

財
人
は
、
盗
賊
（
ヤ
ク
ザ
者
）
を
用
心
棒
に
抱
え

込
み
、
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
川
に
死
体
が
流
れ
て
き
て
も
、

総
督
に
通
報
せ
ず
に
勝
手
に
葬
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
年
代
記
の
シ
ー
ン
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
当
時

は
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
な
ど
ダ
マ
ス
ク
ス
の
主
要
な
街

区
で
ヤ
ク
ザ
者
が
跋
扈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宿

坊
の
大
き
さ
は
、
畳
二
畳
程
度
、
見
よ
う
に
よ
っ

て
は
牢
の
独
居
房
に
も
み
え
る
（
写
真
九
）。

袋
小
路
と
中
庭
式
住
宅

　

一
九
八
八
年
夏
に
は
、
佐
藤
次
高
先
生
を
代
表

と
す
る
「
イ
ス
ラ
ム
都
市
社
会
の
形
成
と
変
容
に

関
す
る
比
較
研
究
」（
科
学
研
究
費
国
際
学
術
研

写真10−1　カイロ、スヘイミー家のマシュラビーヤ（格子窓）(2010年)

写真10−2　ダマスクスの路地であそぶ子供たち（1989年）写真10−3　サーリヒーヤの袋小路。メッカ巡礼を祝う飾り（1989年）

写真11−1　中庭式住宅。ダマスクスの旧市街のシャッター家の中庭（1994年）
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究
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
カ
イ
ロ
、
ダ
マ
ス
ク

ス
、
ア
レ
ッ
ポ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
な
ど
の
諸
都
市

を
、
八
尾
師
誠
（
イ
ラ
ン
史
）、
鈴
木
董
（
オ
ス

マ
ン
史
）、
濱
下
武
志
（
中
国
史
）、
陣
内
秀
信

（
イ
タ
リ
ア
建
築
史
）
さ
ん
た
ち
と
ま
わ
っ
た
。

当
時
は
ま
だ
、
通
常
の
科
研
費
で
は
海
外
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。
研
究
代
表
の
佐
藤
先
生
は
、「
街
区

を
実
地
に
歩
い
て
回
ろ
う
」
と
提
案
し
た
。
こ
れ

は
、
街
区
が
都
市
の
社
会
生
活
の
基
本
単
位
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
形
態
や
社
会
関
係
は

不
明
な
点
が
多
く
、
当
時
重
点
領
域
研
究
「
イ
ス

ラ
ム
の
都
市
性
」（
研
究
代
表
者
板
垣
雄
三
）
の

評
価
班
代
表
の
嶋
田
襄
平
先
生
（
初
期
イ
ス
ラ
ー

ム
史
、
故
人
）
は
、
都
市
の
比
較
研
究
に
お
い
て

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
よ
り
も
街
区
の
よ

う
な
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス
の
研
究
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
歴
史
史
料
を
用
い
た

研
究
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
「
四
方
を
建
物
の
壁

で
囲
ま
れ
た
小
さ
な
空
間
の
な
か
で
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
」
を
実
地
に
調
査
す
べ
き
だ
と

提
言
し
て
い
た
。

　

カ
イ
ロ
に
つ
く
や
い
な
や
、
陣
内
さ
ん
が
イ
ス

ラ
ー
ム
の
中
庭
式
住
宅
を
み
ら
れ
な
い
か
、
と
川

床
睦
夫
さ
ん
（
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
、
当
時
中
近

東
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
に
も
ち
か
け

た
。
私
は
、
ム
ス
リ
ム
の
家
に
は
い
る
こ
と
は
女

性
の
問
題
が
あ
る
の
で
無
理
だ
ろ
う
、
と
思
い
込

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
ダ
マ
ス
ク
ス
で
は
陣
内
さ

ん
が
旧
市
街
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
住
宅
に
す
る
り

と
入
り
こ
ん
だ
（
写
真
一
〇
）。

　

調
査
隊
一
行
と
わ
か
れ
ダ
マ
ス
ク
ス
に
居
残
っ

た
私
は
、
知
人
ズ
ヘ
イ
ル
さ
ん
の
紹
介
で
サ
ー
リ

ヒ
ー
ヤ
街
区
の
ジ
ャ
ー
ミ
ー
・
ア
ビ
ー
・
ヌ
ー
ル

の
事
務
所
に
二
週
間
寄
宿
し
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
で

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
を
く
ま
な
く
歩
き
回
っ
た
。
ズ
ヘ

イ
ル
さ
ん
に
「
街
区
と
住
宅
の
構
造
を
知
り
た
い

の
で
、
家
の
な
か
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」

と
尋
ね
る
と
、
氏
は
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
ん
で
興

味
を
も
つ
の
か
と
怪
訝
な
顔
を
し
な
が
ら
も
、
旧

市
街
や
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
知
人
の
家
に
案
内
を
し

て
く
れ
た
。
少
し
コ
ツ
が
わ
か
る
と
、
ひ
と
り
で

町
歩
き
を
す
る
と
き
、
暗
い
路
地
の
奥
に
お
そ
る

お
そ
る
足
を
踏
み
入
れ
た
。
黒
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
つ

け
た
お
ば
さ
ん
に
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
追
い
立

て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
相
手
が
男
性
で
あ
れ

ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
自
己
紹
介
を
す
る
と
、
珍
し

が
っ
て
自
分
の
家
に
招
じ
入
れ
、
お
茶
を
の
み
、

家
族
や
近
隣
の
話
し
を
き
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

実
際
に
住
宅
の
な
か
に
は
い
っ
て
わ
か
っ
た
こ

と
は
、
気
温
三
五
度
を
こ
え
る
夏
で
も
住
宅
の
内

部
は
涼
し
く
快
適
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
（
当
時
は

エ
ア
コ
ン
は
つ
い
て
い
な
い
し
、
不
要
だ
っ
た
）。

そ
の
理
由
は
、
高
温
で
あ
っ
て
も
湿
度
が
低
く
乾

燥
し
て
い
る
た
め
、
外
気
の
熱
や
日
差
し
を
遮
れ

ば
涼
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
壁
は
厚
く
高

く
、
戸
口
や
窓
は
小
さ
く
、
街
路
は
細
く
曲
げ
て

作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
方
を
囲
ま
れ
た
中

庭
は
、
か
な
ら
ず
ど
こ
か
に
日
陰
が
生
じ
、
風
の

と
お
る
心
地
よ
い
空
間
と
な
る
。
と
く
に
北
向
き

の
イ
ー
ワ
ー
ン
は
家
族
と
来
客
の
憩
い
の
場
で
あ

る
。
両
側
を
高
い
壁
に
挟
ま
れ
細
く
曲
が
り
く

ね
っ
た
路
地
は
、
幅
広
で
ま
っ
す
ぐ
な
郊
外
の
通

り
と
は
異
な
り
、
つ
ね
に
日
陰
が
で
き
、
快
適
な

空
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
造
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

ル
ー
ル
に
則
り
、
外
部
の
視
線
か
ら
女
性
を
守
る

写真11ー3　�サーリヒーヤのアブー・ハーティム家の中庭（1994年） 写真11ー2　�シャッター家のイーワーン（1994年）

写真11ー4　�観光客向けの中庭式住宅レストラン、サーリヒーヤ
（2010年）

写真11ー5　�シャッター家のイーワーン。周りにソファーをお
き、家族の写真などを飾る（1994年）
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役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、

環
境
と
生
活
に
合
わ
せ
て
合
理
的
に
設
計
さ
れ
て

い
る
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
南
欧
都
市
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
し
て
き
た
陣
内
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を

察
知
し
て
い
た
。
当
時
建
築
史
の
領
域
で
は
、
建

築
物
を
単
に
外
側
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
使
い
そ
こ
に
暮
ら
す
人
間
の
視
点
か
ら
み
な
お

す
こ
と
が
主
唱
さ
れ
て
い
た（

4
）（
写
真
一
一
）。

街
街
区
の
開
放
性

　

他
方
、
中
庭
式
住
宅
も
袋
小
路
も
、
そ
の
見
か

け
と
は
違
っ
て
、
決
し
て
外
に
対
し
て
閉
じ
て
は

い
な
い
。
住
ま
い
の
客
室
や
中
庭
の
イ
ー
ワ
ー
ン

は
、
寄
り
合
い
の
場
所
で
あ
る
。
夕
方
に
な
る

と
、
路
上
の
片
隅
に
椅
子
を
だ
し
て
、
お
茶
を
飲

ん
だ
り
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
る
人
々
も
い
る
。
挨
拶

を
し
て
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
も
で
き
る
。
サ
ー
リ

ヒ
ー
ヤ
の
ダ
ー
ナ
ー
家
と
は
こ
う
や
っ
て
知
り
合

い
に
な
り
、
当
主
が
亡
く
な
っ
た
い
ま
で
も
、
交

流
は
つ
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
男
の
寄

り
合
い
で
あ
る
。
住
宅
の
中
庭
や
袋
小
路
の
奥

は
、
女
性
の
井
戸
端
会
議
の
場
で
も
あ
っ
た
（
写

真
一
二
）。

　

街
区
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
ハ
ー
ラ
、
マ
ハ
ッ

ラ
、
ハ
イ
イ
、
地
域
に
よ
っ
て
ホ
ー
マ
、
バ
ッ

ワ
ー
ベ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ
る
）
と
は
な

に
か
、
地
理
的
に
は
ど
う
い
う
領
域
を
指
す
の

か
、
は
じ
つ
は
難
問
で
あ
る
。
図
二
は
、
ソ
ヴ
ァ

ジ
ェ
が
ダ
マ
ス
ク
ス
の
「
あ
る
街
区
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
を
つ
け
て
一
九
三
四
年
の
論
文
で
提
示
し

た
街
区
の
モ
デ
ル
で
あ
る（

5
）
。
こ
れ
は
、
旧
市

街
の
ナ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ー
ト
と
い
う
街
区
の
地
図

で
、
同
時
期
に
シ
リ
ア
を
委
任
統
治
し
て
い
た
フ

写真12−1、2　�ダーナー家の店。夏はアイスクリーム、冬はケーキ屋
を営む。父は店を長男にゆずり、1994年に再会す
ると市会議員に当選していた。左はそのポスター写真12−3　�ダーナー家。2010年には店は「ミニスーパー」の看板を

掲げ、コンビニ（よろずや）に変身していた

図2　�ナッカーシャート街区、太線が街区の領域を示す（Sauvagetによる）。Bの印がついた
家屋は、表通りに面しながらも、街区内の路地に戸口を開く。

写真13−1　�ナッカーシャート街区の中庭式住宅。バルコニー
が階上の部屋をつなぐ（1994年）

写真13−2　�ナッカーシャート街区の雑貨屋。子どもが店番を
する（2010年）
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ラ
ン
ス
当
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
地
籍
地
図
を

も
と
に
し
て
い
る
。
彼
が
街
区
と
し
た
太
線
に
囲

ま
れ
た
領
域
は
、
左
上
か
ら
右
下
に
斜
め
に
走
る

路
地
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
袋
小
路
に
戸
口
を
開

く
家
屋
の
集
合
体
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
街
区
で
は
、
道
路
が
境
界
と
な
っ
て
区
切
る

の
で
は
な
く
、
街
路
（
路
地
と
袋
小
路
）
が
家
屋

と
住
民
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
街
区
の

境
に
あ
た
る
も
の
は
家
の
壁
で
あ
り
、
そ
の
点

で
、
街
区
は
空
間
と
し
て
も
社
会
単
位
と
し
て
も

明
瞭
に
区
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
フ
ァ
ジ
ー
な
も

の
で
あ
る
。
私
も
含
め
て
そ
れ
ま
で
の
研
究
者
の

「
街
区
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
街
路
を
境
界
と
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
街
区
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
異

な
る
原
理
で
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ソ
ヴ
ァ
ジ
ェ
の
地
図
で
は
、
ナ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ー

ト
街
区
を
横
切
る
路
地
の
両
端
に
街
区
の
門
が
設

け
ら
れ
、
街
区
内
に
は
、
モ
ス
ク
、
公
衆
浴
場
、

市
場
、
井
戸
が
あ
り
、
ま
る
で
街
区
の
住
民
は
街

区
の
外
に
で
る
こ
と
な
く
、
街
区
の
な
か
で
毎
日

暮
ら
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
街
区
が

自
衛
・
自
治
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
が
、

他
方
で
街
区
同
士
の
抗
争
や
対
立
が
あ
り
、
街
区

は
閉
じ
た
地
域
共
同
体
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
の
街
区
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
を
代
表

す
る
ウ
マ
イ
ヤ
・
モ
ス
ク
の
す
ぐ
南
に
あ
り
、
モ

ス
ク
の
周
囲
に
は
、
大
規
模
な
市
場
（
ス
ー
ク
）

が
あ
る
。
街
区
の
住
民
は
、
ウ
マ
イ
ヤ
・
モ
ス
ク

で
集
団
礼
拝
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
近
辺

の
市
場
や
商
店
で
買
い
物
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
街

区
内
の
施
設
は
日
常
の
用
を
た
す
も
の
で
あ
っ
て

も
、
住
民
は
街
区
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
生
活
を
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
街
区
は
、
社
会
生
活
上

の
ひ
と
つ
の
単
位
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
孤
立

的
閉
鎖
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
、
外
と
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

街
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
に
つ
い
て
は
、
一
五
―

一
六
世
紀
の
史
料
か
ら
、
そ
れ
自
体
で
ひ
と
つ
の

街
区
（
ハ
ー
ラ
）
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
内
部
に

約
三
〇
の
小
街
区
（
ハ
ー
ラ
、
マ
ハ
ッ
ラ
）
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
複
合
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
後
者
の
小
街
区
の
多
く
は
、
マ
ド
ラ
サ
や
モ

ス
ク
な
ど
の
宗
教
施
設
を
核
と
し
、
そ
の
位
置
を

地
図
上
に
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
税
の
徴
収

や
政
治
的
な
意
志
決
定
は
大
街
区
を
単
位
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
街
区
が
政
治
行
政

上
の
単
位
、
小
街
区
が
日
常
生
活
上
の
単
位
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
政
治
権
力
が
弱
体

化
す
る
と
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
で
は
、
ウ
ラ
マ
ー
や

ヤ
ク
ザ
者
が
街
区
を
守
る
役
割
を
果
た
し
た
。
住

民
は
、
法
学
派
、
宗
派
、
教
団
、
職
業
、
血
縁
、

地
縁
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
を
通
じ
て
、
他

の
街
区
や
他
の
都
市
の
人
々
と
結
び
付
き
を
も
っ

て
お
り
、
街
区
は
、
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ひ
と
つ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ラ
に
は
、
路
地
と
街
区
と
の
二
つ
の
意
味

が
あ
り
、
街
区
は
、
路
地
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
共

同
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
の

構
成
原
理
は
、
日
本
の
町
屋
と
町
（
ち
ょ
う
）
と

近
似
し
て
い
る
。
日
本
中
世
都
市
史
の
伊
藤
毅
さ

ん
は
、
中
世
都
市
を
形
成
す
る
原
理
と
し
て
、
境

内
（
核
を
中
心
と
し
た
同
心
円
的
な
面
集
合
）
と

「
町
」（
道
を
軸
と
し
た
線
形
集
合
）
と
い
う
対
照

的
な
原
理
を
提
示
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

写真14−1　�アルジェの中庭式住宅跡。廃屋から建材
や建築方法をかいま見ることができる

写真14−2　�フェスの住宅の鳥瞰。中庭にあたる部分にプラスチック
の覆いがかけられている（2011年）

写真14−3　チュニスのメディナの住宅街（2012年）
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て
中
世
の
都
市
空
間
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る
と
し

た
。
町
屋
は
内
部
に
坪
庭
を
も
つ
い
わ
ば
中
庭
式

住
宅
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
通
り
に
面
す
る
町
屋

（
家
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
と
よ
ば
れ
る
共

同
体
は
、
街
区
に
相
当
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
路
地
や
通
り
が
物
理
的
に
は
家
々
を
隔
て

な
が
ら
も
、
逆
に
人
の
往
来
に
よ
っ
て
家
々
と

人
々
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
い
う
両
義
的
な
役
割

を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
庭
式
住
宅
の
ひ
ろ
が
り

　

ア
ラ
ブ
地
域
の
中
庭
式
住
宅
に
興
味
を
抱
き
だ

し
た
こ
ろ
は
、
こ
れ
を
中
東
の
高
温
乾
燥
気
候
と

イ
ス
ラ
ー
ム
の
女
性
隔
離
と
の
原
理
に
適
応
し
た

合
理
的
な
空
間
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
マ
グ

リ
ブ
の
フ
ェ
ス
、
ア
ル
ジ
ェ
、
チ
ュ
ニ
ス
な
ど
の

旧
市
街
に
も
中
庭
式
住
宅
が
み
ら
れ
る
が
、
雨
の

多
い
フ
ェ
ス
の
そ
れ
は
、
屋
根
付
き
の
中
庭
式
住

宅
で
あ
る
（
写
真
一
四
）。
他
方
で
、
ト
ル
コ
の

都
市
で
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
も
カ
イ
セ
リ
で
も

現
在
は
中
庭
式
住
宅
を
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
庭

が
家
屋
の
外
に
あ
っ
た
り
、
中
庭
に
あ
た
る
サ
ロ

ン
が
室
内
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
た
り
す
る
（
写
真

一
五
）。
一
昨
年
、
初
め
て
中
央
ア
ジ
ア
を
訪
れ
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
も
、
中
庭
式

の
住
宅
を
み
か
け
た
が
、
戸
口
が
え
ら
く
立
派
な

と
こ
ろ
が
ア
ラ
ブ
地
域
と
異
な
っ
て
い
た
（
写
真

一
六
）。

　

他
方
で
、
中
国
の
広
州
や
北
京
を
訪
れ
る
と
、

そ
こ
に
も
細
い
街
路
（
胡フ

ー

同ト
ン

）
と
そ
れ
に
面
し
て

中
庭
式
住
宅
が
な
ら
び
、
里
や
坊
と
よ
ば
れ
る
街

区
が
み
ら
れ
る
。
胡
同
や
巷
は
、
街
路
の
意
味
と

そ
こ
に
戸
口
を
開
く
家
屋
群
の
意
味
と
が
あ
り
、

写真15−1　カイセリの路地。庭の樹木がみえる（1992年）

写真15−2　カイセリの住宅の外庭（1992年）

写真16−1　タシュケントの路地と家の戸口（2010年）写真16−2　�サマルカンドの住宅の入口
（2010年）

写真17−1、2　�北京の胡同の路地（上）と中庭式住宅、
右（2002年）

写真17−3　�佛山（中国広東省）の里（街区）
門（2001年）
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ハ
ー
ラ
と
似
て
い
る
。
中
庭
式
住
宅
は
、
四
合
院

と
よ
ば
れ
、
中
庭
を
中
心
と
し
四
方
を
棟
が
囲

み
、
外
側
か
ら
中
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
四

合
院
は
、
紀
元
前
か
ら
み
ら
れ
る
漢
族
の
代
表
的

な
住
宅
様
式
で
中
国
全
土
に
み
ら
れ
る
と
い

う（
6
）
。
女
性
の
部
屋
は
奥
に
設
け
ら
れ
、
そ
こ

に
は
儒
教
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、

同
じ
く
儒
教
文
化
の
強
い
韓
国
に
も
マ
ダ
ン
と
よ

ば
れ
る
中
庭
式
住
宅
の
伝
統
が
あ
り
、
現
在
の
ソ

ウ
ル
の
中
心
部
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
中
国
の
中
庭
式
住
宅
で
は
、
戸
口
を
家

格
を
示
す
門
構
え
と
し
て
し
つ
ら
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
ア
ラ
ブ
圏
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で

興
味
深
い
の
は
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
）
の
中
庭
式
住
宅
の
入
口
が
や
や
大
き
な

門
構
え
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
国
の
影
響
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
同
じ
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
と
の
共
通
性
と
み
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
（
写
真
一
七
）。

比
較
の
手
法

　

一
九
七
八
年
に
カ
イ
ロ
を
訪
れ
て
か
ら
三
五

年
、
訪
問
し
た
国
の
数
は
二
五
か
国
を
数
え
る
。

中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
国
際

会
議
等
の
た
め
に
訪
問
し
た
欧
米
の
都
市
も
あ

る
。「
三
つ
子
の
魂
」
と
で
も
い
う
べ
き
か
、
ど

こ
へ
い
っ
て
も
、
路
地
や
古
い
住
宅
を
み
る
と
嬉

し
く
な
っ
て
立
ち
止
ま
り
、
写
真
を
と
り
、
図
を

か
い
た
り
す
る
。
バ
ン
コ
ク
や
パ
リ
の
よ
う
な
大

都
会
で
も
、
路
地
裏
は
楽
し
い
。
生
活
の
に
お
い

が
す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
（
写
真
一
八
）。

　

路
地
と
中
庭
式
住
宅
を
媒
介
と
す
る
街
区
―
―

ど
う
や
ら
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
限
ら
れ

写真17−4　北京の中庭式住宅の大きな門（2010年）写真17−5　広州の路地写真17−6　カシュガルの中庭式住宅の入口（2002年）

写真17−７　カシュガルの中庭式住宅（2002年）写真17−8　ソウルの中庭式住宅（マダン）の門
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た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
中
東
、

イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
を
含
む
地
中
海
地
域
、
あ

る
い
は
日
本
や
韓
国
や
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
よ
り
普
遍
的
な

構
造
や
現
象
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
中
庭

式
住
宅
が
ア
ラ
ブ
地
域
の
都
市
に
存
在
す
る
理
由

は
、
気
候
条
件
や
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
よ
っ
て
説
明

で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
限

定
さ
れ
な
い
よ
り
高
次
の
理
由
（
要
因
）
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
の
手
法
を
「
原
理
的
比
較
」

と
な
づ
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
叢
書
の
『
比

較
史
の
ア
ジ
ア
』（
二
〇
〇
四
年
）
の
序
章
で
提

起
し
た
。
中
庭
式
住
宅
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
の
研
究
書
が
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
建

築
史
を
専
門
と
す
る
ナ
ー
セ
ル
・
ラ
バ
ト
氏
の
編

に
よ
る
『The C

ourtyard H
ouse

（
中
庭
式
住

宅
）』
は
、
副
題
「
文
化
的
論
及
か
ら
普
遍
的
な

連
関
性
へ
」
が
そ
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。
中

庭
式
住
宅
は
、
住
居
の
も
つ
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能

（
安
全
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
）
と
外
的
環
境
へ
の

開
放
性
（
光
と
空
気
の
取
り
い
れ
）
と
い
う
二
面

性
を
満
た
す
た
め
の
様
式
で
あ
る
と
定
義
し
、
中

東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
や
北

米
、
あ
る
い
は
現
代
建
築
を
も
対
象
と
し
た
比
較

を
行
っ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

　

路
地
や
住
宅
と
い
う
ハ
ー
ド
（
空
間
構
造
）

に
、
地
域
に
限
定
さ
れ
な
い
共
通
性
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
都
市
の
違
い
は
、
ど

こ
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ

は
、
人
間
の
社
会
関
係
、
社
会
の
し
く
み
に
よ
っ

て
生
じ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

用
語
を
つ
か
っ
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
呼
ん
で
い

る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
私
の
頭
の
な
か
に
あ
る
の

は
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
に
関
わ
る
資
料
で
あ

る
。
一
九
九
四
年
に
国
際
交
流
基
金
の
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
を
え
て
、
一
年
間
在
外
研
究
の
機
会
を
え

た
。
こ
の
と
き
、
国
立
ダ
マ
ス
ク
ス
歴
史
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
る
一
九
世
紀
後
半
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ

街
区
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
の
台
帳
の
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
台
帳
に
は
、
売
買
・

賃
貸
借
・
借
金
な
ど
の
個
々
人
の
取
引
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
個
々
人
を
単
位
と
し
た
社
会
関
係
を

分
析
で
き
る
。
九
个
月
間
、
毎
日
文
書
館
に
通

い
、
四
冊
約
八
〇
〇
点
の
文
書
を
読
み
、
必
要
な

デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
入

力
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸

借
の
取
引
契
約
と
相
続
に
関
す
る
契
約
で
あ
っ

た
。
手
書
き
の
文
字
の
解
読
に
苦
し
め
ら
れ
な
が

ら
気
づ
い
た
こ
と
は
、
当
該
物
件
に
つ
い
て
の
記

述
が
詳
細
な
こ
と
、
取
引
の
当
事
者
の
ほ
か
証

人
・
保
証
人
・
代
理
人
な
ど
や
た
ら
に
人
の
名
前

が
で
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た（

7
）（
写
真
一
九
）。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で

あ
る
。
第
一
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
利
の
主
体
は
個
人

で
あ
る
こ
と
（
家
や
法
人
と
い
っ
た
団
体
は
登
場

し
な
い
）、
他
方
一
つ
の
物
件
に
は
所
有
権
や
用

益
権
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
設
定
さ
れ
、

個
々
人
は
多
種
多
様
な
権
利
を
組
み
あ
わ
せ
て
経

営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
た
と
え
ば
土
地
を
賃
借

し
、
農
具
を
所
有
し
、
果
樹
を
分
益
小
作
契
約
で

栽
培
す
る
）。
第
二
は
、
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸

写真18ー1　�ヴェネチアの路地、奥は水路
（2002年）

写真18ー2　バンコクの路地（2006年）

写真18ー3　コルドバの住宅（2010年）
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借
や
借
金
で
あ
れ
婚
姻
や
相
続
で
あ
れ
、
取
引
に

あ
た
っ
て
は
、
二
名
の
証
人
を
た
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
法
廷
に
届
け
出
、
裁
判
官
の
認
証
を
え
て
台
帳

に
登
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
忠
実
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

裁
判
に
お
い
て
も
、
提
訴
内
容
の
立
証
に
は
証

人
の
証
言
が
必
要
で
あ
り
、
八
二
件
の
訴
訟
の
う

ち
、
約
八
割
は
、
原
告
側
の
た
て
た
証
人
の
証
言

に
よ
っ
て
、
原
告
が
勝
訴
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

契
約
や
裁
判
の
証
人
の
要
件
は
、
公
正
さ
で
あ

り
、
当
該
の
内
容
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
関
係

者
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
い
わ
ば
誰
で
も
な
り
う

る
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
自
分
の
た
め
に
証
言
を

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
権
利

も
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
常
日
ご
ろ

か
ら
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

先
の
五
年
分
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
法
廷
台
帳
に
取

引
の
当
事
者
と
し
て
名
前
を
記
録
さ
れ
た
人
は
約

三
〇
〇
〇
名
、
代
理
人
や
証
人
な
ど
の
役
で
出
廷

し
た
人
は
の
べ
三
八
〇
〇
人
と
な
る
。
当
時
の
住

民
数
は
一
万
人
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
法
廷
の
利

用
者
は
も
の
す
ご
い
数
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
名
士
録
な
ど
の
史
料
に
は
名
前
が
で
て
こ
な

い
「
名
も
な
い
ふ
つ
う
の
人
」
で
あ
る
。

　

人
々
が
多
様
な
権
利
を
結
び
合
わ
せ
て
経
営
や

取
引
を
行
う
た
め
に
は
、
個
々
の
所
有
権
が
明
確

に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
お
も

え
ば
、
中
庭
式
住
宅
や
マ
ド
ラ
サ
、
あ
る
い
は
市

場
の
商
店
や
隊
商
宿
な
ど
の
建
築
物
は
い
ず
れ
も

矩
形
が
基
本
で
、
建
築
物
の
壁
は
、
構
造
の
境
界

で
あ
る
と
と
も
に
所
有
権
の
境
界
で
も
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
委
任
統
治
時
代
の
地
籍
地
図
に
は
、
家
と

家
の
間
の
壁
が
ど
ち
ら
の
所
有
で
あ
る
の
か
が
矢

印
で
示
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
間
で
は
壁
の
所
有

権
も
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
矩
形
の
建
築
物

は
い
わ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
在

な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
都
市
空
間
が
つ
く
ら

れ
、
社
会
が
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
シ
オ
ン

山
か
ら
の
ダ
マ
ス
ク
ス
の
眺
望
（
写
真
二
）
は
、

そ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
都
市

の
姿
を
示
し
て
い
る（

8
）。

人
び
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ア
ラ
ブ
圏
に
限
ら
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
都
市

を
訪
れ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

人
と
人
、
個
人
間
の
濃
密
で
多
元
的
な
関
係
で
あ

ろ
う
。
さ
き
に
言
及
し
た
ズ
ヘ
イ
ル
さ
ん
は
、
ひ

と
つ
の
典
型
と
い
え
る
。
家
族
・
親
族
、
仕
事
、

学
問
、
な
ど
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
友
人
の
つ
な
が
り

を
も
っ
て
い
る
。
ダ
マ
ス
ク
ス
に
滞
在
す
る
と
、

彼
は
私
を
、
夜
の
茶
会
（
サ
ロ
ン
）
に
連
れ
て
い

き
、「
友
人
の
三
浦
さ
ん
で
、
日
本
の
×
×
大
学

の
先
生
で
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
歴
史
を
研
究
し
て
い

る
」
と
い
う
よ
う
に
紹
介
す
る
。
す
る
と
、
難
な

く
そ
の
環
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
、
私
の
研
究
や

日
本
社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
攻
め
に
あ
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
論
し
、
小

一
時
間
も
た
つ
と
、
ズ
ヘ
イ
ル
さ
ん
は
つ
ぎ
の
茶

会
に
移
動
す
る
。
そ
れ
を
機
に
、
一
緒
に
移
動
し

た
り
、
他
の
場
所
へ
い
く
人
も
い
る
。
日
本
で
い

え
ば
、「
は
し
ご
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
友
人

関
係
が
、
仕
事
の
紹
介
や
斡
旋
の
「
つ
て
」
と
も

な
る
。「
信
頼
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
雇
う

側
に
と
っ
て
も
雇
わ
れ
る
側
に
と
っ
て
も
、
重
要

写真19ー1　�ダマスクス歴史文書館、19世紀の
アズム家の邸宅にある（2010年）

写真19ー2　�サーリヒーヤ法廷台帳。法廷は、サーリヒー
ヤのシャルカスィーヤ学院に置かれていた

写真20　�サーリヒーヤのスーク（市場）（2000年）
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な
要
素
な
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
友
だ
ち

（
サ
デ
ィ
ー
ク
）
を
意
味
す
る
単
語
の
語
根
は

「
真
実
を
語
る
」
で
あ
り
、
友
だ
ち
の
友
だ
ち
は

「
友
だ
ち
」
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
友
だ
ち
の
環
」

が
広
が
っ
て
い
く
。

　

調
査
や
研
究
を
す
る
場
合
に
も
、
人
の
「
つ

て
」
が
重
要
で
あ
る
。
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
あ

る
宗
教
施
設
で
た
ま
た
ま
ク
ダ
ー
マ
家
の
末
裔
で

あ
る
と
い
う
人
物
に
出
会
っ
た
。
話
し
を
き
け

ば
、
彼
は
ビ
ー
ズ
や
自
動
車
部
品
の
貿
易
取
引
の

仕
事
を
す
る
か
た
わ
ら
、
投
獄
さ
れ
た
囚
人
の
家

族
の
義
捐
活
動
を
し
て
い
る
。
ク
ダ
ー
マ
家
の
墓

地
に
案
内
し
て
く
れ
た
り
（
写
真
二
一
）、
ま
た

ク
ダ
ー
マ
家
の
ワ
ク
フ
文
書
が
残
っ
て
い
な
い
か

と
尋
ね
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
電
話
を
し
て
、
市
の
ワ

ク
フ
省
に
あ
る
ら
し
い
と
い
う
。
ワ
ク
フ
省
を
訪

ね
、
上
申
書
を
か
い
て
責
任
者
に
面
会
し
、
当
該

の
史
料
が
ワ
ク
フ
の
受
益
者
名
簿
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
受
益
者
の
権
利
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
閲
覧
は
許
可
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

先
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
法
廷
台
帳
に
、
証
人
な

ど
の
役
割
で
一
三
三
回
も
登
場
す
る
サ
カ
ー
ア

ミ
ー
ニ
ー
と
い
う
人
物
が
い
た
。
た
ま
た
ま
谷
口

淳
一
さ
ん
（
シ
リ
ア
史
）
が
留
学
中
に
ア
ラ
ビ
ア

語
を
な
ら
っ
て
い
た
人
が
同
姓
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
孫
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
会
っ
て
み

た
。
彼
は
、
伯
父
に
あ
た
る
人
物
の
家
に
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
、
そ
こ
で
古
い
革
鞄
に
収
め
ら
れ
た

同
家
に
の
こ
る
契
約
文
書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
同
家
の
人
を
何
人
か
紹
介
し
て
く
れ
た

が
、
法
廷
台
帳
に
登
場
す
る
当
該
の
人
物
や
そ
の

直
系
の
子
孫
を
つ
き
と
め
る
こ
と
は
つ
い
に
で
き

な
か
っ
た
。
一
二
〇
年
前
の
人
物
な
の
で
あ
る
が

何
者
か
は
わ
か
ら
ず
、
ご
く
「
ふ
つ
う
の
人
」
が

証
人
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
結
論
に
い
た
っ

た
。

ア
ブ
ダ
ビ
か
ら

　

締
め
く
く
り
は
、
二
〇
一
二
年
夏
、
ズ
ヘ
イ
ル

さ
ん
と
ア
ブ
ダ
ビ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
で
再

会
し
た
話
し
で
あ
る
。
ア
ブ
ダ
ビ
は
首
長
国
連
邦

の
首
都
と
し
て
、
ド
バ
イ
と
と
も
に
急
成
長
を
と

げ
て
い
る
。
彼
は
、
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ
に
、
同
地

の
新
聞
社
で
仕
事
を
し
て
い
た
彼
の
年
若
い
友
人

サ
ー
ミ
ル
さ
ん
の
紹
介
で
ア
ブ
ダ
ビ
に
移
り
、

〇
四
年
に
会
っ
た
と
き
は
国
立
図
書
館
で
職
を
え

て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
校
閲
に

従
事
し
、
夫
人
と
中
学
生
の
長
男
を
よ
び
、
娘
が

生
ま
れ
た
。
他
方
サ
ー
ミ
ル
さ
ん
の
ほ
う
は
、
新

聞
社
を
首
に
な
り
結
婚
式
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会
社

を
立
ち
上
げ
て
い
た
が
、
家
族
は
シ
リ
ア
に
戻
し

て
い
た
。
そ
の
後
音
信
が
途
絶
え
て
い
た
の
だ

が
、
シ
リ
ア
が
内
戦
状
態
と
な
る
な
か
、
彼
ら
の

消
息
が
気
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
の
図
書
館
に

メ
ー
ル
を
お
く
っ
た
が
返
信
は
な
く
、
い
き
な
り

図
書
館
を
訪
問
し
た
。
な
ん
の
前
触
れ
も
な
く
八

年
ぶ
り
に
現
れ
た
私
に
、
ズ
ヘ
イ
ル
さ
ん
は
驚
く

よ
う
す
も
な
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に
抱
き
か
か
え

て
私
を
迎
え
た
。

　

先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
移
行

し
、
彼
の
校
閲
作
業
は
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
も
の
に

変
わ
っ
て
い
た
。
詩
人
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
彼
の
詩

や
そ
の
朗
読
の
映
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー

ミ
ル
さ
ん
は
、
会
社
が
軌
道
に
の
り
、
シ
リ
ア
か

写真21　�クダーマ家の墓地、その末裔という方が
案内してくれた（1992年）

写真22−1　アブダビのオシャレな高層ビル（2012年）

写真22−2　�アブダビ、ショッピングモール（2012年）
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ら
夫
人
と
四
人
の
子
ど
も
を
呼
び
寄
せ
、
海
沿
い

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
。
何
人
か
の

親
族
が
彼
の
会
社
で
働
い
て
い
た
。
逆
に
ズ
ヘ
イ

ル
さ
ん
の
夫
人
と
娘
は
、
二
年
前
に
ダ
マ
ス
ク
ス

に
戻
っ
た
ま
ま
で
、
毎
日
電
話
で
様
子
を
き
い
て

い
た
。
二
二
歳
に
な
っ
た
長
男
は
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
に
通
っ
て
い
て
、「
父
は
こ
の
国
の
王
族
と

付
き
合
い
が
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
友
人
を
紹
介
し

て
い
る
の
に
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
は
口
利
き

を
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う
思
う
か
？
」
と
父
に
は

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
英
語
で
質
問
し
て
き
た
。
私

は
、「
自
分
の
息
子
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
力
で
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
口
利
き

を
し
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
答
え
た
。

　

高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
六
車
線
の
道
路
の
裏
通

り
（
路
地
）
に
は
、
雑
貨
屋
や
食
堂
や
カ
フ
ェ
が

あ
る
。
彼
ら
の
い
き
つ
け
の
シ
リ
ア
料
理
の
食
堂

に
い
く
と
、
そ
こ
は
シ
リ
ア
人
の
た
ま
り
場
で
も

あ
っ
た
。
店
の
メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
雰
囲
気

ま
で
も
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
大
衆
食
堂
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
シ
リ
ア
や
世
界
情
勢
に
つ
い
て
の
彼
ら

の
情
報
ツ
ー
ル
は
、
衛
星
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
移
行
し
て
い
る
の
だ
が
、
個
々
人
へ
の
信
頼

と
人
の
つ
な
が
り
と
い
う
基
本
的
な
原
理
は
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
（
写
真
二
二
）。

地
域
を
こ
え
る
地
域
研
究

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
と
は
、
英
語
で
「
光
に
よ
る

（photo

）
記
録
（graph

）」
を
意
味
す
る
。
日
本

語
で
は
、
中
国
語
の
「
真
な
る
も
の
を
写
す
」
と

い
う
単
語
を
借
り
て
「
写
真
」
と
呼
ん
だ
。
前
者

で
は
、
人
間
の
言
葉
や
絵
筆
な
ど
を
媒
介
と
せ
ず

に
客
観
的
に
対
象
を
写
し
と
る
こ
と
が
前
面
に
で

て
い
る
が
、
後
者
で
は
、
撮
り
手
が
真
を
え
ぐ
り

だ
す
と
い
う
能
動
的
な
意
味
も
加
え
ら
れ
て
い

る
。
他
方
で
本
稿
の
写
真
が
示
す
よ
う
に
、
一
見

客
観
的
に
み
え
る
建
物
で
あ
れ
、
わ
ず
か
数
十
年

の
う
ち
に
建
て
替
え
ら
れ
、
塗
り
替
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
外
面
だ
け
で
は
実
体
は
つ
か
め

な
い
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
か
ら
い
ま
も

つ
づ
く
シ
リ
ア
の
内
戦
で
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区

の
姿
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

地
域
研
究
に
お
い
て
も
、
写
と
真
の
二
つ
が
せ

め
ぎ
合
っ
て
い
る
。
地
域
研
究
の
出
発
に
お
い
て

は
、
従
来
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
の

学
問
の
コ
ー
ド
（
ル
ー
ル
、
文
脈
）
で
地
域
を
切

り
取
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
と
し
て
、
学
際
的
・
総

合
的
な
地
域
像
の
追
究
が
主
唱
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
文
字
資
料
の
み
な
ら
ず
、
画
像
・
遺
物
な
ど

現
地
の
資
料
収
集
・
保
存
に
力
が
注
が
れ
た
。
他

方
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
資
料
や
フ
ォ
ト
は
、
適
切

な
解
説
（
文
脈
）
が
な
け
れ
ば
、
全
体
像
を
欠
い

た
断
面
に
す
ぎ
ず
、
誤
解
の
も
と
に
も
な
る
。
地

域
研
究
が
「
写
真4

」
で
あ
る
た
め
に
は
、
や
は
り

コ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
、
著
作
、

フ
ォ
ト
に
は
、
作
者
の
立
ち
位
置
や
視
線
や
姿
勢

が
お
の
ず
と
現
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ

ま
で
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆

者
の
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
つ
い
て
の
原
像
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
決

し
て
閉
じ
た
像
で
は
な
く
、
特
定
の
時
代
や
特
定

の
地
域
を
こ
え
る
も
の
を
映
し
出
し
て
い
る
。
地

域
研
究
も
同
様
に
、
特
定
の
地
域
を
対
象
に
す
る

と
と
も
に
、
地
域
を
こ
え
る
研
究
な
の
で
あ
る
。

写真22ー5　アブダビ、サーミル家での食事（2012年）

写真22−3　�アブダビ、シリアでの戦闘を伝える衛星放送
ニュースをみる（2012年）

写真22−4　�アブダビ、裏通りのカフェの
路上での礼拝（2012年）
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サーリヒーヤの入り口（ジスル・アルアブヤド）のマドラサ（モスク）から、街区の町並みを望む。正面はシャルカスィーヤ学院、山の頂きの右手に「血の洞
窟」のモスクがみえる（1992年）
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